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NARIMOTO, Rica
This is a report on the development of new teaching materials for solfège education at 
Aichi University of the Arts, AUA. In 2019, I received a grant from the President of AUA in order 
to develop our original teaching materials for solfège education with seven solfège teachers. 
In 2011, Prof. Hiroyuki Yamamoto, head of solfège teachers at the time, began to innovate the 
contents of the solfège classes significantly. The main part of his reform was adopting the For-
mation Musicale, an educational system originated in France. His efforts have been successful. On 
the other hand, a few years later, I started to find out that some part of the Formation Musicale 
was not so useful for the curriculum of the university we worked at. Therefore, keeping using 
the training methods preceding the innovation, I tried to find the best way for the students to 
learn solfège, combing the training methods preceding the innovation and the Formation Mu-
sicale. Then, I planned to compose pieces for developing the original teaching materials and 
establishing educational methods suitable for the students. Ultimately, we created the original 
teaching materials focusing on the cadence, dictation and modulation.
1. はじめに
　本報告は、平成 31 年度愛知県立芸術大学学長特別教育研究費交付を受けて行われた、「新しいソ
ルフェージュ教材の開発」に関する研究活動をまとめたものである。本学では 2011 年度 1 から、
当時のソルフェージュ担当であった山本裕之教授（当時、准教授）の尽力により、ソルフェージュ
の授業改革が推し進められた 2。その結果、カリキュラムの整備を始め、大幅な授業内容の変更が行
われた。筆者は 2012 年度から非常勤講師として、また 2017 年度からは専任教員としてソルフェー
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い学生にはいきなり CD などで既存曲の聴音は難しい」、「10 年前に出版した本学の新曲視唱のテキ

















譜例 1：2014 年度に作成されたカデンツミニ課題 13
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譜例 2：2014 年度に作成されたカデンツミニ課題 2
　譜例 2 は筆者によるものだが、これは、ベートーヴェン《ピアノソナタ第 10 番》 op.14-2 第１楽





























　譜例 3 から譜例 8 が原曲と作成されたカデンツの例である。
　譜例 3 はベートーヴェン作曲《6 つのエコセーズ》より〈第１曲〉の 17 小節目からの部分である。
この部分を、譜例 4 のようなカデンツ課題に書き換えた。















譜例 7： J.S. バッハ《フルート・ソナタ》BWV1034 第 3 楽章 


















　譜例 9 は、モーツァルトの《フルート四重奏曲第 3 番》K.171 第２楽章冒頭部分である。この曲
の聴音の解答用紙は譜例 10 から譜例 13 のように、４種類のパターンが作成された。初心者用には、
リズムパートをヒントとして記してフルートのみを聴き取るようにし、徐々に書き取るパートを増
やしながら上級者用まで段階的に解答用紙を作成した。
譜例 9：モーツァルト《フルート四重奏曲第 3 番》K.171 第２楽章より
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譜例 10：モーツァルト《フルート四重奏曲第 3 番》K.171 第２楽章 聴音（初心者用 1）
譜例 11：モーツァルト《フルート四重奏曲第 3 番》K.171 第２楽章 聴音（初心者用 2）
譜例 12：モーツァルト《フルート四重奏曲第 3 番》K.171 第２楽章 聴音（中級～上級者用）
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る４小節から 8 小節程度の短いオリジナル課題を作曲した。これは ABRSM の課題がヒントになった。
作曲専門の教員が 5 名いるので、それぞれの個性もあり、偏りのないバランスのとれた教材の作成





た。カデンツ課題 68 曲（2014 年度作成の改良も含む）、聴音課題 15 曲（各作品に解答用紙を数種
類ずつ作成）、転調課題 40 曲が作成された。それらを 2020 年度から実際に授業で使いながら、改
善点を探り、また、さらに必要な課題を調査する予定であった。しかし、世界的な新型コロナウィ
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